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9:30 

 

事務局 

（企画課長） 

定刻となりましたので、ただいまから、第１回南国市総合教育会議を開会いたし

ます。 

 

それでは、平山市長よろしくお願いいたします。 

開会の挨拶 市長 皆様おはようございます。新年度になりまして、気分も新たに１年間、教育行政

の推進にご尽力いただきたいと思いますし、私自身も皆様とご意見を交わしなが

ら精一杯１年間務めて参りたいと思いますので、今年度もどうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

本日は大変お忙しい中、南国市総合教育会議にお集まりいただきまして、誠にあ

りがとうございます。本日の内容につきましては、平成３１年度の南国市教育委

員会の取り組み等についてということでございまして、この中でも前回の議会で

今後の学校の再編ということも今から検討しないといけないのではないかとの

ご意見もいただいたところでございます。なかなか難しいところもございます

が、ご意見いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

議事（１） 

10:05 
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市長 

 

教育長 

 

 

まず始めに、平成３１年度の南国市教育委員会の取り組みについて、皆様方から

ご提案をいただき協議したいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。で

は、教育長から説明をお願いいたします 

 

【資料①南国市教育振興基本計画について 

②平成３１年度の主な事業について を基に説明】 

 

議事（１）①・②につきまして、教育振興基本計画に変更のあったところについ

てご説明をいただきましたが、教育委員の皆様からご意見はございませんでしょ

うか。 

 

大篠小学校に配置されたスクールナースについてです。いろいろな特性を持った

児童生徒が非常に増えているということで、今年の入学生の中に熱性けいれん、

高い熱が出た場合に座薬を入れなければならない、あるいは救急車で搬送しなけ

ればならない場合も有り得るという子どもさんも出てきているということです。

規模の小さい学校であってもそういう児童が出てくる可能性がある。その場合、

熱性けいれんの座薬を挿入することは医療行為にあたるため、教員は対応できま

せん。スクールナースを多数の児童生徒がいる学校に配置をするということも１

つ大事なことだと思いますが、予算的なことがあることも分かりますが、いろい

ろなケースに対してどのように対応するのかについては、全ての学校に周知する

なり、教育委員会や高知県、警察等との連携も含めて検討していく必要があるの

ではないかと思います。私が聞いている子どもさんのいる学校の場合は、地震が

起きて避難しているときに症状がでたらどうしようと、座薬があってもやったら

いけないという事態にそのまま見ていられるだろうかということまで悩んでお

られました。避難所で起こることも含めて、どういう場合にどういう対応をする

ということを決めておく必要があると思います。 

 

座薬については、保健室の養護教諭では対応できないのでしょうか。 

 

養護教諭は、医療行為はできません。今はいろいろな病気を持たれた子どもさん

がいらっしゃるので、さびわけが難しくなってきています。学校ですぐ対応をす

るのではなく、医療機関にすぐ運ぶという判断も必要です。防災の時となるとさ
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らに判断が難しくなります。 

 

津波の時にはタワーに逃げていますので、対応が難しいですね。自分の薬は、常

に持っておいて欲しいというお話はされているところですが、薬は学校に持って

来られているのでしょうか。 

 

その方（熱性けいれんの方）は、学校との連携がきちんとできているので、常時

持っておられ、タワーに逃げなくてはならない時も必ず持って行くということで

お話ができているとのことです。 

 

あとは、誰がどのように処置をするかということですね。 

 

いつ、どこの学校で、誰がそのような子どもに直面するかは分かりませんので、

できるだけ広く周知しておく必要があるのではないかなということです。 

 

座薬を入れるのも医療行為にあたるので、教職員はやってはならないということ

ですね。なかなか難しいですね。 

 

アレルギー対応についても、消防署との情報共有や正式文書を交わすなど対応を

しておりますが、学校だけで解決しない問題が多いです。 

スクールナースというのは、高知県で初めて南国市で配置をするものです。スク

ールロイヤーも今年度運用開始したら県下初めてなのですが、そういったいろい

ろな専門家や関係機関と連携しながら対応を模索していくという現状です。 

 

全校にスクールナースを１名ずつ配置できれば一番いいのでしょうが、現実的に

難しいところがありますよね。大篠小学校は、スクールナースが配属されて対応

ができますが、他の学校の場合は、救急車を呼ぶという対応になるのでしょうか。

救急救命士は座薬の挿入はできますか。 

 

できます。救急救命士は気管挿管などの医療行為もできます。 

 

介護士も一部規制が緩和されて、そういったことが認められるようになっていま

すが、この課題は、今ここで解決できるものではありませんが、事前に考えてお

く必要があるのかなと思いますね。ありがとうございました。 

 

他に何かご意見がございませんか。 

 

特になし 

 

それでは、次の議事について教育長、説明をお願いします。 

 

【資料③平成３１年度６つの提言に係る取組について 

④教員の働き方改革推進事業 

（校務支援員・運動部活動指導員含む）について を基に説明】 

 

６つの提言に係る取組と働き方改革についてでございますね。これにつきまし

て、教育委員の皆様から何かご意見がございましたら、お伺いしたいのですが。 
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特になし。 

 

６つの提言については、継続して取り組んでいくということですが、何か効果が

具体的に見えているようなことはありますか。例えばいじめが減ったなどといっ

た。 

 

今は、いじめの数が少ないことがおかしいのではないかというのが学校の認識で

して、これは国にも県にも報告をするのですが、いじめが少ないほど問題を抱え

ているのではないかと全体で認識が変わってきています。ゲートキーパーの研修

を行うことによって、実際にいじめの数が増えた、減ったということはないので

すが、教員への研修は自殺予防教育のためのゲートキーパーではなく、日常的な

子どものとのコミュニケーションに関しても影響はあるのではないかと考えま

す。 

 

効果は目には見えにくいところがありますが、継続的に取り組むことは、内容的

に向上していくのだと思います。また繰り返しやっていただかないと人の気持ち

というのは継続していくのが難しいところもありますので、そういった取り組み

を続けていただきたいと思います。 

 

何か他に、働き方改革についてもご意見ございませんでしょうか。 

学校給食費の公会計化ということですが、こちらは具体的にどこがすることにな

るのでしょうか。全小学校が対象ですよね。引き落としになって教育委員会事務

局が担当するということなのでしょうか。 

 

そうですね。市税の徴収と同じような手法になると考えます。 

 

教育委員会事務局で徴収の担当部署ができるということですね。税務課収納係と

の連携も必要になってきますし、滞納になった場合にどう取り扱っていくかとい

うこともありますが、今は収納率 100％ということで、この上ない結果を出して

いただいているということは聞いております。 

 

滞納ゼロというのは全国的でも聞いたことがありません。７年くらいゼロが続い

ているのですが、それ以前はかなり苦労をしていたと聞いています。 

 

かなりご苦労されてきたという経過があろうかと思いますし、先生方にもかなり

ご負担をかけてきたと思いますので、このあたりは負担軽減というところはあろ

うかと思いますね。 

 

何か他にございませんでしょうか。 

 

部活動の指導員についても、（資料⑤中の「平成３１年度運動部活動指導員配置

促進事業」）事業実施計画書の香長中学校と鳶ヶ池中学校の指導員数２名という

のは、教員を入れて２名ということですか。 

 

顧問は各学校に１名置いております。もう１名を外から来ていただいて合計２名

ということです。この顧問の中には、実技で指導ができなくても学校の校務分掌
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の中で何々部と担当を決められている場合もあります。 

 

実技指導の部分を外からカバーしていただくということですね。 

 

仕事を持たれている方にお願いすることもできないので人選が難しいです。 

 

100 人プロジェクトと数年前にお伺いしたところがございますが、今、100 人も

は実際にはいないのですよね。 

 

目標は 100人としています。 

 

財政の方とも話がなされるところだと思いますが、できるだけそういった業務の

負担軽減というところは取り組んでいただくべき方向性だと思いますので、財政

と協議をお願いしたいと思います。 

 

他に何かございませんでしょうか。なければ次の議事に移ります。 

 

【資料⑤学校の適正規模について を基に説明】 

 

 

 

小中学校の児童生徒数の推移ということで、率直にどういうふうな形に、方向に

したらいいのかということは非常に言いづらいところもございますが、適正規模

が２校というふうに議会の時に聞かれたように思うのですが、小学校で２校とい

うとどこですか。 

 

十市小学校と長岡小学校です。大篠小学校は過大規模校に入りますので、適正と

は言えない現状です。 

 

補足させていただきますと、１学年２学級以上、特別支援学級をのぞきまして小

学校も中学校も各学年２学級あるのが適正規模と言われる目安となります。 

 

６（学年）×４０（２０名×２学級）＝２４０名から３６０（１学級３０名の場

合）名くらいの規模ということですね。平成３０年度の人数は、特認校、校区外

から入って来られている方も含めた数なのでしょうか。 

 

そうです。 

 

平成３０年度と令和元年度は実数をはじき出しております。 

 

 

令和２年度以降については、今の保育の人数等から算出しているということです

か。 

 

そうです。若干の人数の動きがございました。 
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大篠小学校の選択制で毎年１０数名が学区外に出ております。大篠小の人数で１

０数名というのは大したことのない数だと思われるかもしれませんが、その１０

数名が動いたことによって学年が１クラス減っているということで、３年目にな

りますので３クラス減っているということです。 

 

どう見ても大篠小学校の増え方が非常に多くてですね、昨年度末に増築が終わっ

たのですが、それでどこまで保てるのかということが、すごく心配になります。 

 

今の増築で、最高で７学級増まで耐えられると計算して造っております。平成３

０年度の学級数が２８ですので、最大で３５学級くらいまで対応可ということで

す。これも特別支援学級が増えるなど、教室数が読めないところはあります。 

 

令和６年度の９８６人という人数が収容可能かというところが非常に心配です。

難しい場合は事前に対応をしないと、すぐには対応できませんので、どのように

するかを真剣に考えないといけない部分が出てくると思います。区画整理事業と

新しい団地の事業というのが現実的にどういうふうに進むのかというところを

把握していただきたいです。新しい団地というのはトラック団地のところと聞い

ていますが、これがどういった宅地計画になっているのかなということが心配な

ところです。具体的に進んでいるかというあたりも捉えていただいて、大きな団

地ができますと、子どもの人数は数年後にドンと増える、建ってすぐ転居してく

ることもありますからすぐに増えることもありますし、その辺り心配するところ

ですので、予測に加えていただきたいところです。 

 

奈路小学校と白木谷小学校もこのように減っていく。どのくらい校区外から来て

下さるか分からない状況ではありますが、今でも複式学級ですよね。 

 

奈路小学校は昨年度から完全複式になりました。白木谷小学校は１・２年生が単

式でやっておりますが、完全複式になると、教頭も担任を持たないといけなくな

りますので、今年度も奈路小学校は非常に厳しい状況にあります。 

 

なかなか言いづらいですが、これでいいのかという疑問を常に投げかけながらや

っていかないといけないところだと思います。今日ここでどうかというご意見も

なかなか出しづらいところだと思いますが、中学校の規模も適正規模があるので

すか。 

 

中学校も１学年２クラスです。 

 

中学校は３学年ですから１８０名から２１０名くらい、だいたい北陵中学校くら

いが適正規模ということですか。 

 

そうですね。中学校の場合は、生徒数が少なくなれば教員数も減りますので、部

活動に影響が出てきます。例えば、令和６年度の香南中学校は７２名、男女を半

々とした場合、３６人で男子のサッカー部を作ろうとして、３６人中の１０数人

が入るかどうかなど、いろいろな問題が出てきます。 

 

香南中学校はクラブ活動自体が窮屈な状態になるところがあるのかもしれませ

んね。 
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市長 

 

鳶ヶ池中学校は今後、人数が増えていくのですね。 

 

そうですね。若干増えていますね。 

 

ここで、これについて特に意見というのはなかなか言いづらいと思いますし、今

後の学校の再編ということような形については、どういうふうにしていったらい

いのでしょうね。ここで話していくというのも難しいところで、別途、検討会の

ようなものを立ち上げていく形になっていくのでしょうか。 

 

大篠小学校の選択制のときにも、二段階に分かれて検討委員会のようなものを立

ち上げましたので、同じような形で、結論ありきではなく、意見を聞く会、情報

をこちらから発信する会を作っていかないといけないと思います。これは、今、

小中学校について数字を出していますが、幼稚園・保育園にまで必ず広がってま

いりますので、特に今、大湊・日章のことについては、保育所の統合をどうする

かということにつながってきますので、子育て支援課とも相談、情報共有しなが

ら同時進行で進めることになってくると思います。 

 

そうですね。保育の場合は、津波浸水想定区域外への移転ということで、それを

前提に取り組みを続けてきたところがあります。他にも里保育所や十市保育園な

ど、浸水区域内の保育もありますので、それと合わせた今後の対応となりますね。

それを含めて、別途、検討委員会等を立ち上げる方向性ということですね。 

 

はい。 

 

これについて、何かご意見ございますか。 

 

特になし。 

 

それでは、議事（２）その他に入らせていただきます。今年度の日程につきまし

て、事務局より報告があります。 

 

【資料 平成３１年度南国市総合教育会議開催予定等一覧 を基に説明】 

 

本年度の開催予定につきまして事務局から報告がございましたが、それにつきま

してご意見はございますか。 

 

異議なし。 

 

さかのぼりまして、先程（議事（１）⑤）の小中学校の今後の児童生徒数の推移

の資料ですが、これに団地の計画等を調査していただいて次回の会議の時に報告

いただけるとありがたいです。 

 

分かりました。 

 

 

以上で予定していた議案は終了しましたが、その他、教育委員の皆様から、何か

ございませんでしょうか。 
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昨年度のこの会で就学前教育のことを発言させていただきましたが、その段階で

は教育の質や保育の質などソフトの面が気になっていたのですが、昨年度、子ど

も子育て会議に参加させていただき、会議で語られた内容から、ハードについて

も考えていかなくてはならないなと感じました。そこでお願いがございまして、

昨年度、子育て支援課が行ったニーズ調査の結果資料を各教育委員にも配付して

いただきたいです。 

もう１つは、子ども子育て会議の別部会として施設設備を考える会が開かれまし

た。３回程の予定が１回しか開かれませんでしたが、そこで聞いた現実は相当厳

しいものがあって、特に市立の保育所は教室が余ってきている、定員より少ない

子どもたちが配置され、部屋が余って、大湊保育所や里保育所は津波の関係があ

るからでしょうけれど、広い部屋がいくつも余っている、一方で、吾岡保育園や

大篠保育園はホールを保育室に変えてまでやっている、職員室もごく狭くして、

定員を超過してやっていると伺いました。なおかつ、毎年水道管が破裂し直すた

めに、給食を止めないといけない実態があると聞いています。義務教育に上げる

前の就学前教育のソフトを考える、質を同じようにしながら高いものにしていく

ということと同時に、南国市民の子どもたちが学校に上がる前に保育をしてもら

う施設設備を南国市としてどうしていくのかということも、教育委員会の定例会

では保育所の実態は分かりませんので、意見交流ができないので、そういったこ

とも含めて何か考えていただけたらと思います。 

 

保育所の整備計画は、６、７年くらい前から津波浸水区域からの移転ということ

を前提に進めておりますので、整備計画の案は作っています。ただし、場所を移

すとなると地権者の関係であるとか、いろいろな課題がありましてスムーズに進

んでいない部分もあります。その整備計画の進捗についても教育委員の皆様にも

知っておいていただけたらということですよね。 

 

はい。 

 

確かに老朽化もしておりまして、それをどうするかという課題に対応するように

進めています。ただ、浸水区域内の保育所はまだ残っておりますので、そことの

兼ね合いもありましてなかなか計画通りに進んでいないところがあります。 

 

驚いたのは、南国市でも待機児童、保育所に入れない子どもが出ているというこ

とです。０歳児で３０人以上とも聞きました。結局、育休明けで年度途中に保育

所に入れて欲しいと言ってももう入れない状況があり、仕事復帰を諦めなければ

ならない保護者がたくさんいることも聞きました。 

 

０歳児となると年度途中の入所希望者が多いのですよね。年度途中となるとなか

なか困難な状況はあります。１歳児は今年度初めて、年度当初から待機児童が出

ておりまして、今までは年度当初の待機児童はなかったのですが、今年度は希望

通りに入れなかったということもありまして、それも含めて今後どうするかを考

えなくてはならないと思います。やはり浸水区域の保育施設に希望が出てこない

ため、空き教室ができておりまして、そこをどう対応していくかということは、

小学校と同様に全体の皆様のご意見をいただきながら、方向性を皆様で決めてい

ただくというスタンスが必要なのかなと思います。この件につきましても、この

総合教育会議において教育委員の皆様にも情報提供しながら進めていきたいと
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10:40 

 

 

 

 

教育委員 

 

市長 

思います。ありがとうございました。 

 

他にご意見はございませんか。 

 

特になし。 

 

ないようでございますので、以上をもちまして、平成３１年度第１回南国市総合

教育会議を終了させていただきます。本日はどうもありがとうございました。お

疲れ様でした。 

 


